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V305a X線分光撮像衛星 XRISM 搭載 Resolve の開発の現状XI
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X線分光撮像衛星 XRISM(X-Ray Imaging and Spectroscopy Mission) 搭載Resolveは、日米欧で開発を進めて
いるX線マイクロカロリメータ検出器である。種子島宇宙センターに衛星を輸送した後の性能試験でも、Resolve
はエネルギー分光性能要求 (7 eV@6 keV)を十分に満たし、ASTRO-H(ひとみ)衛星搭載 SXSと同等の性能を確
認している。本講演では、輸送後の性能試験及び、打ち上げ前の一連の作業の詳細について報告する。


